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　１月２４日、京都府は府景観条例に基づく景観資産登録制度の第一次登録を発表しました。今回登
録されたのは、大正池など他７件。
　この制度は、地域固有の歴史や文化に裏打ちされた府内各地の身近な景観について、資産としての
価値をみんなで共有し、情報発信による地域の魅力向上や地域の景観づくり活動・まちづくり活動の
促進を図ることにより、府内の景観づくり活動をすすめようと定められたものです。
　今回の登録については、大正池の景観はもとより、町内外の人たちの癒しと交流の場として活用さ
れているとともに、その周辺の森林整備や自然環境保全に積極的に取り組んでいることから、交流発
展の場として『井手町大正池～癒しと交流の空間～』という名称で登録されたものです。

広報

京都府景観資産に大正池が登録されました
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平成１８年度

一般会計決算

2億394万9千円

の黒字

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
と
６

１８

つ
の
特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
・

多
賀
地
区
簡
易
水
道
・
老
人
保
健
・

介
護
保
険
・
公
共
下
水
道
事
業
・
多

賀
財
産
区
）、
井
手
町
水
道
事
業

会
計
の
決
算
は
、
昨
年
９
月
の
定

例
町
議
会
に
提
案
さ
れ
、
閉
会
中

の
継
続
審
議
に
付
さ
れ
た
の
ち
、

昨
年
の
　
月
臨
時
町
議
会
に
お
い

１１

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
計
に
お
け
る
決
算
は
表
１

の
と
お
り
で
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

　
億
２
０
５
７
万
円
に
対
し
、
歳

３４出
　
億
１
６
６
２
万
１
千
円
で
、

３２
差
し
引
き
形
式
収
支
で
は
、
２
億

３
９
４
万
９
千
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
内
翌
年
度
へ
の
繰

越
明
許
財
源
１
２
１
１
万
円
を
差

引
い
た
実
質
収
支
は
１
億
９
１
８

３
万
９
千
円
と
な
り
、
こ
れ
が
平

成
　
年
度
へ
の
繰
越
金
と
な
り
ま

１９
し
た
。

　
監
査
委
員
の
報
告
で
は
「
我
が

国
経
済
は
、
輸
出
が
好
調
な
こ
と

で
景
気
が
よ
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
手

企
業
の
み
で
地
方
経
済
は
一
向
に

よ
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
な
い
状
況
の
中
で
、
本
町
の
財

政
構
造
の
健
全
化
の
た
め
に
懸
命

に
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
歳
入

で
は
、
町
民
税
で
増
額
と
な
っ
た

も
の
の
、
町
税
全
体
で
は
２
．７

％
の
減
で
、
今
後
も
所
得
譲
与

税
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
り
、

さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
町
財
政
の
健
全
化
に
向

け
、
職
員
の
英
知
を
結
集
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
次

に
、
歳
出
で
は
、
議
員
定
数
削
減

に
よ
る
議
員
報
酬
の
９
３
１
万
円

の
減
を
は
じ
め
、
調
整
手
当
の
全

廃
に
よ
り
人
件
費
が
全
体
で
９
３

１
３
万
円
の
減
で
、　
年
度
よ
り

１７

９
％
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
、
大

変
な
努
力
の
跡
が
伺
わ
れ
る
。
ま

た
、
２
市
２
町
の
合
併
協
議
会
が

解
散
さ
れ
た
今
、
今
後
は
顔
の
見

え
る
ま
ち
と
い
う
特
徴
を
生
か
し

て
い
た
だ
い
て
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　歳入は３４億２０５７万円で、前年度より３億１６５２万３千円（８．５％）の減となりました。これは、町債（８４７０万円）、
町税（２５７０万５千円）、地方交付税（１５６４万２千円）、国・府支出金（８４７５万９千円）等歳入全般にわたって減少して
おり、主なものは次のとおりです。

歳入（収入）

町税　
　９億３３５３万３千円（対前年度２．７％減）
　町税収入は、歳入全体の２７．３％を占め、１世帯あたり
２８万５０４８円、１人あたり１０万８４７５円を納めていただいた
ことになります。

地方交付税
　１３億６２５５万円（対前年度１．１％減）
　地方公共団体が標準的な行政運営を行う場合に、財
源不足額に応じて国から交付されるお金です。歳入全
体の３９．８％を占めています。

国・府支出金
　３億２８３８万７千円（対前年度２０．５％減）
内訳は、国庫支出金１億４９１万５千円（対前年度２９．４％
減）、府支出金２億２３４７万２千円（対前年度１５．５％減）と
なっています。国・府の行政に要する経費、町の特定の
施策を行うための経費の財源に充てるため、その財源
の全部または一部をその目的、性格により、負担金、補
助金、委託金の三つに分類されて交付されるものです。

町債
　２億３３８０万円（対前年度２６．６％減）
　町が特定の事業を行うために借り入れるもので、主な事業は、自然休養村管理センター改修、町道３２‐１号線道
路改良工事、京都府衛星通信系防災情報システム、小学校パソコン機器更新と臨時財政対策債などです。

備考実質収支額
翌年度へ繰り
越すべき財源

歳　出歳　入会計別

191,83912,1103,216,6213,420,570一般会計

翌年度歳入繰上充用金
で歳入不足を補てん　

△ 15,175０890,874875,699
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

特
　
別
　
会
　
計

5,387０53,94259,329
多賀地区簡易水道
事 業 特 別 会 計

翌年度歳入繰上充用金
で歳入不足を補てん

△9,132０848,952839,820
老 人 保 健
特 別 会 計

27,159０545,019572,178
介 護 保 険
特 別 会 計

7,818０520,115527,933
公共下水道事業
特 別 会 計

275０1,5171,792
多 賀 財 産 区
特 別 会 計

各  会  計  別 　 歳  入  ・  歳  出

差引額
20,454

収益的支出（消費税含む）
93,105

収益的収入（消費税含む）
113,559井手町水道

事業会計 差引額
△ 58,142

資本的支出（消費税含む）
156,461

資本的収入（消費税含む）
98,319

△ 37,688249,566211,878計

(単位：千円)

表１
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歳出（支出）
　歳出は３２億１６６２万１千円で、前年度より３億９６０４万１
千円（１１．０％）減となりました。自然休養村管理センター
改修、町道３２‐１号線道路改良工事、防災広場用地取得、
京都府衛星通信系防災情報システム、多賀小学校給食配
膳棟耐震補強、小学校パソコン機器更新、中学校体育館増
改築設計など主な事業は次のとおりです。

総務費　
　８億７６０３万１千円（対前年度１５．７％減）
○特別会計繰出金　　　　　　 ４億４２３９万７千円
○基金積立金　　　　　　　 １３００万４千円
○コミュニティ助成　　　　 ５００万円
○地域情報化モデル事業　　 ７９４万７千円
○京都府知事選挙・井手町議会議員一般選挙 ４７３万３千円

民生費
　６億４１８２万３千円（対前年度２０．４％減）
○デイサービス等事業委託　　　　　 　１５９２万円
○障害者自立支援事業　　　 ５１８６万８千円
○児童手当・乳幼児医療助成 ６６９３万６千円
○保育園空調設備設置　　　 ２４４万４千円
○保育園安全対策（インターホン設置） １９７万７千円

衛生費
　２億９６０４万５千円（対前年度５．４％減）
○老人保健事業・予防接種事業 ２２７５万４千円
○町内河川水質検査　　　 １２０万２千円
○古紙等再資源集団回収事業 １１５万１千円
○ごみの収集運搬　　　　　 ２７７１万３千円
○城南衛生管理組合分担金　 １億２８４０万６千円

商工費
　３３５５万８千円（対前年度２１．９％増）
○商工会振興事業 ７５０万円
○工場等誘致奨励金 ７５３万３千円
○桜まつり ３８０万４千円

農林水産業費　
　７４６５万２千円（対前年度２３．１％減）
○婦人研修センター改修　　 ５４６万７千円
○自然休養村管理センター改修 ２３８１万４千円

土木費　
　１億６４８６万６千円（対前年度３４．１％減）
○急傾斜地崩壊対策事業 ３５７万８千円
○町道３２‐１号線道路改良工事 ３４４７万５千円
○木津川堤防除草 １００３万円
○下排水路改修工事 １６５８万１千円
○北口児童公園等維持修繕工事 １４０万９千円

公債費
　５億３１８２万７千円（対前年度８．８％増）
○償還元金 ４億４９６１万５千円
○償還利子 ８２１６万５千円
○一時借入金利子 ４万７千円

消防費
　２億４１０３万９千円（対前年度３２．１％増）
○常備消防設置委託 １億４７９１万円
○消火栓ボックス ７０万８千円
○ハザードマップ作成 １８５万９千円
○京都府衛星通信系防災情報システム
 １６７７万６千円
○防災広場用地取得 ２５０７万９千円

教育費
　２億８２８３万２千円（対前年度１４．０％減）
○英語指導助手事業 ４７０万２千円
○多賀小学校給食配膳棟耐震補強 １１４０万８千円
○小学校パソコン機器更新　 １２２９万６千円
○中学校体育館増改築設計　 ９２４万円議会費 79,146,000円議会費 79,146,000円

総務費総務費
876,031876,031千円

民生費 民生費 
641641,823,823千円

衛生費衛生費
296,045296,045千円

労働費 3,000円労働費 3,000円

農林水産業費農林水産業費
97,081,000円97,081,000円

商工費商工費
27,526,000円27,526,000円

消防費消防費
241,039241,039千円

土木費土木費
164,866164,866千円

教育費教育費
282,832282,832千円

災害復旧費災害復旧費
20,000円20,000円

公債費公債費
531,827531,827千円

議会費 68,520千円

総務費
876,031千円

民生費 
641,823千円

衛生費
296,045千円

農林水産業費
74,652千円

商工費
33,558千円

消防費
241,039千円

土木費
164,866千円

教育費
282,832千円

災害復旧費
5,428千円

公債費
531,827千円

目
的
別
歳
出一般会計

32億1662万1千円

町税町税
27.3％27.3％

繰越金
3.6％

繰入金
1.9％

諸収入
0.9％

その他
2.9％

地方交付税地方交付税
39.8％39.8％

国庫支出金
3.1％

府支出金府支出金
6.5％6.5％

町債町債
6.8％6.8％

その他その他
7.2％7.2％

人件費人件費
30.8％30.8％

扶助費扶助費
5.2％5.2％

公債費公債費
16.5％16.5％

物件費物件費
12.7％12.7％

補助費等補助費等
13.6％13.6％

繰出金繰出金
13.7％13.7％

普通建設普通建設
事業費事業費
7.0％7.0％

積立金
0.4％

維持補修費
0.1％

自主財源 依存財源

歳 

入

歳 

出

32億1662万1千円

34億2057万円

町税
27.3％

地方交付税
39.8％

府支出金
6.5％

町債
6.8％

その他
7.2％

人件費
30.8％

公債費
16.5％

物件費
12.7％

補助費等
13.6％

繰出金
13.7％

普通建設
事業費
7.0％

扶助費
5.2％

【自主財源】
町が自ら収納・徴収できる財源
のこと
【依存財源】
国や県から交付・割り当てられ
る財源のこと
【地方交付税】
自治体の財政力に応じて国から
交付されるお金
【繰入金】
財政調整基金（家庭の預貯金に
あたる）の取り崩しなどにより
繰り入れたお金
【繰出金】
特別会計などに繰り出したお金

用語の解説
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述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
宣
言
が
採
択
さ

れ
、
第
２
部
と
し
て
佛
教
大
学
社

会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
の
永

和
良
之
助
教
授
を
迎
え
て
『
認
知

症
を
知
る
～
地
域
で
支
え
る
た
め

に
は
～
』
と
題
し
た
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
中
坊
溥
副
会
長
は
「
少
子
・
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
福
祉
を

取
り
巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
小
さ
な
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
み
慣
れ
た

町
で
健
康
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
、
各
種
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
汐
見
町
長
は
「
財
政
状

況
が
悪
く
、
教
育
や
福
祉
を
後
退

さ
せ
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
中
、

本
町
は
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
今
後
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
状
況
が

続
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し

ず
つ
前
進
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞
を

　
２
月
　
日
（
金
）、
玉
泉
苑
で
井

１５

手
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
西
島
隆

三
会
長
）
主
催
の
第
　
回
社
会
福

１５

祉
大
会
が
関
係
者
約
１
０
０
人
の

出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
で

は
、
社
会
福
祉
活
動
な
ど
に
貢
献

さ
れ
た
方
や
、
社
会
福
祉
事
業
に

対
し
寄
附
を
さ
れ
た
方
に
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

　
２
月
６
日
（
水
）、
井
手
町
商
工

会
館
で
浄
土
宗
尼
僧
の
小
林
良
正

さ
ん
を
講
師
に
招
き
『
人
の
心
と

経
営
の
心
～
今
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
～
』

と
題
し
新
春
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
講
演
の
中
で
小
林
さ
ん
は
「
楽

し
く
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
生
き
て
い

く
た
め
に
大
切
な
事
は
、
し
っ
か

す
が
微
量
の
水
銀
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
近
隣
の
市
で
水
銀
が
出
る

な
ど
の
状
況
も
あ
り
、
住
民
は
敏

感
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
水
と

し
て
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

安
心
し
て
飲
ん
で
頂
け
る
よ
う
ご

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
町
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
長
に
摂
南
大
学
薬
学
部
教

授
の
中
室
克
彦
氏
を
、
副
委
員
長

に
関
西
大
学
環
境
都
市
工
学
部
教

授
の
楠
見
晴
重
氏
を
選
任
。

　
議
事
で
は
、
事
務
局
よ
り
第
２

水
源
工
事
の
経
緯
、
水
質
検
査
の

結
果
、
委
員
長
よ
り
水
道
水
の
水

質
基
準
の
考
え
方
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
検
出
さ
れ
た
水
銀
の

性
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
実

験
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て

次
の
会
議
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

祝辞を述べる汐見町長

永年勤続役員代表者に表彰状が贈られました

第
　
回
井
手
町
　

１５
　
社
会
福
祉
大
会

第
２
水
源
給
水
　

　
　
検
討
委
員
会

　
昨
年
度
に
増
設
し
た
井
手
町
第

２
水
源
地
（
井
手
扇
畑
）
に
お
い

て
、
水
質
基
準（
１
㍑
当
た
り
０
・

０
０
０
５
㎎
）
以
下
で
あ
り
ま
す

が
微
量
の
水
銀
（
１
㍑
当
た
り

０
・
０
０
０
１
５
㎎
）が
検
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
１
月
　
日
２８

（
月
）、
第
２
水
源
給
水
検
討
委
員

会
が
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
同
委
員
会
の
各
委

員
　
人
に
対
し
、
汐
見
町
長
か
ら

１２
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
基
準
内
で
は
あ
り
ま

井
手
町
商
工
会
　

　
　
新
春
講
演
会

挨拶をする中坊副会長

永和教授による講演会の様子

検討委員会の様子

講師の声に耳を傾ける参加者

り
と
休
養
を
と
り
、
栄
養
の
あ
る

食
事
を
心
が
け
、
心
を
磨
く
こ
と

で
す
」
と
話
さ
れ
、
会
場
に
集
ま

っ
た
参
加
者
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
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未
来
に
つ
な
ぐ
　

　
　
　
森
づ
く
り

　
２
月
　
日
（
日
）、
井
手
町
豊
か

１７

な
緑
と
清
流
を
守
る
協
議
会
（
中

坊
睦
会
長
）
主
催
の
森
林
整
備
体

験
教
室
が
、
井
手
町
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
・
大
正
池
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
駐
車
場
近
く
の
竹
林
で
行
わ

れ
、
約
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

５０

　
中
坊
会
長
か
ら
「
自
然
豊
か
な

井
手
町
を
よ
り
一
層
美
し
い
も
の

に
し
た
い
。
森
林
整
備
は
、
一
日

で
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い

年
月
が
必
要
で
す
。
子
供
た
ち
に

美
し
い
自
然
を
残
す
た
め
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
京

都
大
学
の
柴
田
教
授
か
ら
森
林
整

備
の
意
義
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
小
川
憲
一
さ
ん
か
ら
竹
林

整
備
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
の
説

明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
の
こ
ぎ
り
を
片

手
に
、
斜
面
に
生
い
茂
っ
て
い
る

竹
を
次
々
に
伐
採
し
て
い
き
ま
し

た
。
切
り
取
ら
れ
た
竹
は
、
粉
砕

機
に
よ
り
粉
末
状
に
さ
れ
ま
し

た
。
　
午
後
か
ら
の
炭
焼
体
験
教
室
で

は
、
切
り
取
っ
た
竹
や
ま
つ
ぼ
っ

く
り
な
ど
を
炭
焼
き
に
し
ま
し

た
。

健
康
の
秘
訣
は
　

毎
日
の
食
事
か
ら

　
２
月
　
日
（
木
）、
自
然
休
養
村

１４

管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
第
７

回
目
と
な
る
井
手
玉
川
大
学
講
座

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
最
後
の
講
座
と
な
っ
た

今
回
は
、
井
手
小
学
校
で
学
校
栄

養
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る

原
田
千
鈴
さ
ん
を
講
師
に
招
き

『
食
事
で
イ
キ
イ
キ
健
康
生
活
』と

題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
原
田
さ
ん
は
「
食

欲
を
そ
そ
る
食
事
を
心
が
け
、
ゆ

っ
く
り
よ
く
噛
み
、
好
き
嫌
い
な

く
何
で
も
食
べ
る
事
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
楽
し
く
食
事
を
摂
る

事
が
な
に
よ
り
も
大
切
で
す
」
と

毎
日
の
食
事
で
の
ポ
イ
ン
ト
や
健

康
の
秘
訣
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
閉
講
式

が
あ
り
、
全
講
座
に
参
加
さ
れ
た

　
名
に
は
皆
勤
賞
と
修
了
証
が
、

４０本
講
座
に
５
回
以
上
参
加
さ
れ
た

　
名
に
は
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま

３０し
た
。

　
２
月
　
日
（
月
）、
い
づ
み
人
権

２５

交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
棟
で
井
手
町

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
汐
見
町
長
か
ら
　
人
１９

の
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
事
務
局
よ
り
同

協
議
会
設
置
の
目
的
や
井
手
町
の

児
童
虐
待
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会

長
・
副
会
長
の
選
出
が
あ
り
、
会

長
に
井
手
町
立
小
中
学
校
校
長
会

代
表
の
玉
井
啓
介
氏
、
副
会
長
に

は
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
の

山
川
美
昭
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
　
引
き
続
い
て
、
記
念
講
演
と
し

て
花
園
大
学
の
津
崎
哲
郎
教
授
に

『
児
童
虐
待
の
現
状
と
地
域
協
議

会
の
役
割
』
と
題
し
て
話
が
あ
り

ま
し
た
。

要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
設
置

森林インストラクター
の小川憲一氏 挨拶をする中坊会長

生い茂った竹林を整備する参加者ら

閉講式で皆勤賞と修了証が授与されました講演会の様子

総会の様子

自動車の登録手続きはお早めに
　自動車をお持ちの方で、まだ、名義変更、変更登録（住所の変更、氏名の変更）、廃車（一時中止、自動車の解体）
の手続きなど済んでいないものはありませんか？
　毎年、年度末にあたる３月は、会社の決算期と自動車税の課税期間などにより申請等が１年中で最も集中します。
　特に、３月の下旬は大変多くの方々が手続きに来所されることから、窓口が大変混雑し、手続きに何時間もかかっ
ております。手続きは、比較的空いている中旬までにお済ませください。
　お問い合わせは、近畿運輸局京都運輸支局（℡050‐5540‐2061）まで
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▼　
１月２９日（火）、京のふるさと交流推進協議会と府山城広域振興局企画の
「守り続ける〝山城の食文化〟満喫体感ツアーが井手町をはじめ山城地域を舞
台に開催されました。
　ツアーには、京都市や宇治市、大阪や兵庫から１４人が参加。井手町を訪れ
た参加者らは、まちづくりセンター椿坂で、大平嘉憲さんからお茶の原料や
作り方などの説明を受けた後、ほうらくを使って炒る『ほうじ茶づくり体験』
を行いました。
　あたり一面に漂う香ばしい香りの中、自ら炒ったほうじ茶を堪能しました。

▼

　１月３１日（木）、多賀小学校の４年生２８人が、小川俊雄さんと
石本茂男さんを講師に招き、南山城水害について学びました。
　今回の授業の前に児童らは、家の人に話を聞いたり、教科書など
で学習をしていました。
　授業で小川さんは、多数の被害者を出した原因が大正池の決壊
である事などを話され、石本さんは自らの体験談を話されました。
実際に体験をした人の話を目の前で聞いていた児童らは、熱心に
耳を傾けていました。

▼

　２月８日（金）、多賀小学校で多賀保育園年長組の園児とその保護者を
対象に、入学説明会と体験入学がありました。
　園児たちは、同小学校５年生と『なぞなぞ○×クイズ』や『じゃんけ
ん列車』、『風船とりかご』などをして遊びました。
　また５年生から園児たちに、『今日はたのしかったですか？また遊ぼう
ね』など、心のこもったメッセージカードや折り紙で作った花がプレゼン
トされました。
　最後に、園児が「今日は、遊んでくれてありがとう。楽しかったです。」
と感想を発表。５年生は「１年生になったら、もっともっと友達ができる
ので、また一緒に遊びましょう。」と語りかけました。

▼

　２月１５日（金）、いづみ保育園で生活発表会が行われました。
　園児らは、小道具などを先生と一緒に作り、日ごろ保育の中で
行っている劇遊びや歌を披露しました。
　１歳児は、やぎの角と耳を付けた帽子を被った可愛い姿で『三匹
のやぎのがらがらどん』を、２歳児は大好きな動物の姿で『どうぞ
のいす』を、３歳児はリス・うさぎ・あおむしが美味しいレストラ
ンを探しに行く『世界一おいしいレストラン』を元気よく演じてい
ました。
　会場に集まった保護者らは、緊張しながらも元気よく発表する
園児らの姿を微笑みながら見守っていました。
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▼

　２月１０日（日）、南谷川ホタル公園でソメイヨシノの幼木３５本が記念植樹
されました。植樹された幼木は、綴喜ライオンズクラブ（竹村春彦会長）か
ら谷川桜を守る会（木田昭徳会長）に合併５０周年を記念して寄贈されたもの。
　寄贈された幼木は、出席者全員で公園の一角に植樹されました。

▼
　２月１９日（火）、まちづくりセンター椿坂の南にある橋本橋周辺
に、井堤保勝会（宮本安会長）のメンバーが、桜と紅葉１０本を植
樹しました。
　今回の植樹は、旧井手町と多賀村が合併して５０周年を迎える節
目の年であることや、井堤保勝会創立１１０年を記念して行われたも
のです。
　宮本会長は「春には桜、秋には紅葉を町内の人や観光に来られた
人に楽しんでもらいたいです」と話されていました。

▲
　２月２１日（木）、京都市伏見区にある京都府総合見本市会館（パルスプラザ）で「京都ビジネス交流フェア２００８」が開催され、井手町の新産業
育成施設を拠点として活躍されている企業が、研究開発した製品を展示されました。
　今回参加されたのは、アレイプロトテック（株）、アンティ情報設計（株）、廣瀬商品開発研究所の３社。アレイプロトテック（株）では電線や
電話線を伝って室内の電子機器などを破壊する原因となる誘導雷サージから電子機器を守る超高速避雷器を、アンティ情報設計（株）では目に見
えない温度変化などをより分りやすく表現する３DCGの作品を、廣瀬商品開発研究所では災害時のトイレ対策などに効果的な消臭液を展示され、
それぞれのブースでは多くの方が製品を眺めていました。

▼

　２月２１日（木）、泉ヶ丘中学校で砂防部長賞を受賞された同中学
校３年生の大森誠梧さんに表彰状が贈られました。
　今回の表彰は、土砂災害防止月間中に、全国の小中学生を対象に、
土砂災害防止に関する絵画・ポスター・作文を募ったもので、大森
さんは絵画の部で受賞。
　砂防部長賞は国土交通大臣賞、事務次官賞に次ぐ賞で、京都府で
唯一の受賞となりました。
　受賞された大森さんは「このような賞をもらえるとは夢にも思っ
ていませんでしたので大変うれしいです。今回の作品は、土砂災害
の恐ろしさを思い浮かべて描きました。」と話されていました。
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　現在、現役並み所得者※以外の方には「2割（平成20年3月31日までは1割）」と記載した受給者
証を交付しておりますが、これは平成18年の国保制度改正により、平成20年4月から負担割合が「1
割」から「2割」に引き上げられることとなったためです。しかし、平成20年4月から平成21年3
月までの1年間は負担割合が「1割」のまま据え置かれることとなりました。
　これに伴い、高齢受給者証の一部負担金の割合が「2割（平成20年3月31日までは1割）」と記載
されているものをお持ちの方には、被保険者証の更新と合わせて受給者証の交換をいたします。なお、
一部負担金の割合が「3割」と記載されている方の負担割合の変更はありません。 
　※現役並み所得者…住民税課税所得145万円以上の方
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●国民健康保険からのお知らせ
　平成20年3月31日で「国民健康保険被保険者証」の有効期限が切れますので、忘れずに更新の手続きを行っ

てください。一般被保険者証は「あさぎ色」、退職被保険者証は「藤色」に変わります。

　もし、指定した更新場所に来られない場合は、3月17日以降であれば役場衛生課窓口にて更新手続きができます。

※国保税に未納のある方は、証の更新までに必ず納付してください。特別の事情がないのに保険税を滞納した場合

　や納期限から1年間経過して保険税を滞納した場合、被保険者証を返還していただくことがあります。

◇お問い合わせは、民生部衛生課（℡82‐6166）まで
●老人医療からのお知らせ
　「老人医療受給者証」「重度心身障害老人健康管理事業対象者証」「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定

証」の更新時期がきましたのでお知らせします。（該当と思われる方につきましては、申請書等を送付します。）

　なお、今回交付する「老人医療受給者証」「重度心身障害老人健康管理事業対象者証」「老人医療の限度額適用・

標準負担額減額認定証」の有効期限は平成20年7月31日までとなります。

◇お問い合わせは、民生部福祉課（℡82‐6165）まで

日時場所地区

3月17日（月）　午前9時～11時半上井手区公民館上井手・田村新田

3月18日（火）　午前9時～11時半・午後1時半～5時役場窓口水無・高月

3月19日（水）　午前9時～11時半・午後1時半～5時役場窓口石垣

3月21日（金）　午前9時～11時半・午後1時半～4時いづみ人権交流センター北・南

3月24日（月）　午前9時～11時半・午後1時半～4時西部公民館東部・西部・北部

3月25日（火）　午前9時～11時半南部公民館南部

3月27日（木）　午前9時～11時半・午後1時半～5時役場窓口玉水

国民健康被保険者証・老人医療受給者証等の更新日程

※旧保険証や旧受給者証等と印かん（認印）をご持参のうえ、お越し下さい。
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水道水質検査計画のお知らせ
井手町では、水道法第20条の規定に基づき、定期の水質検査を実施しており
ます。このたび、平成20年度の水質検査計画を策定しましたのでお知らせ
します。

住民の皆様に安心・安全な水道水を飲んでいただけるように、きめ細かい水
質検査に努めます。
＊お問い合わせは、水道課（℡82‐6169）まで

検査項目項目数検査の頻度検査場所検査の名称

色、濁り、
消毒の残留効果3項目毎日浄水場

配水管末毎日検査

水質基準項目9項目毎月配水管末毎月検査

水質基準項目27項目
（内2回51項目）

年4回配水管末3ヶ月検査

水質管理目標
設定項目24項目＋農薬年1回配水管末年間検査

検査項目項目数検査の頻度検査場所検査の名称

水質基準項目40項目年2回浄水場入口・取水
ピット内原水検査

（※上記検査は井手町水道事業、多賀地区簡易水道事業の配水系統ごとに行います。）

２．品質管理のための水質検査

○平成20年度水質検査計画の概要
１．品質保証のための水質検査
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税務課からのお知らせ
町税等※の出張徴収の場所が変わります。

　出張徴収場所については、より多くの住民の方
に利用していただけるように、北区・南区は、いづ
み人権交流センター研修棟(旧老人いこいの家) 、

東部区・西部区・南部区・北部区は、老人福祉セン

ター賀泉苑に変更になります。
　北区・南区は毎月16日、東部区・西部区・南部
区・北部区は、毎月26日です。ただし、土曜日・日
曜日・祝日の場合は、その翌日となっております。
　出張徴収時間については、午前9時～11時30
分まで担当職員が出張しております。
※町税等（町民税・固定資産税・都市計画税・軽自動
車税・国民健康保険税・介護保険料・上下水道使用
料・住宅使用料など）
＊お問い合わせは、税務課（℡82‐6163）まで

雇用を守る政策に不可欠な労働力調査
　総務省と京都府では、毎月、労働力調査を

実施しています。

　労働力調査は、我が国の失業率や雇用の実

態を明らかにする重要な統計調査です。

　統計調査員が皆様のお宅に調査票のお願い

に伺った際には、ご協力をお願いします。
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子育て支援センターからのお知らせ

　親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援セ

ンター｣を開設しています。子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日

（午前９時半～午後４時）にご利用できますので、いつでも気軽にあそびにきてください。

　お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐2232）まで

わらべうた・ふれあい遊び３月２１日（金）

わらべうた・ふれあい遊び３月１３日（木）

とことこちゃん広場【１歳半～就学前の子供と保護者】

よちよちちゃん広場【７ヶ月～１歳半位の子供と保護者】

ぴよぴよちゃん広場【妊婦～６ヶ月位の子供と保護者】

3・4月の事業のお知らせ
時間：午前10時～11時50分

※予約は要りませんので自由にご参加ください。
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年
齢
　
平
成
　２０

年
度
は
（
平
成
７
年
４
月
２
日
～

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）（
平

成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

実
施
期
間
／
５
年
間
（
平
成
　
年
２０

度
～
平
成
　
年
度
）

２４

使
用
ワ
ク
チ
ン
／
麻
し
ん
対
策
と

同
時
に
風
し
ん
対
策
を
行
う
た

め
、
原
則
と
し
て
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
を
使
用

予
定

接
種
方
法
／
中
学
１
年
生
は
集

団
・
個
別
接
種
、
高
校
３
年
生
は

個
別
接
種

周
知
方
法
／
接
種
対
象
者
に
は
後

日
個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー

（
℡
　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

わらべうた・ふれあい遊び４月４日（金）
よちよちちゃん広場だよ。みんな遊びに来てね！

障
害
の
あ
る
方
の
　
　
　

　「
い
き
い
き
簡
単
体
操
」

　
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
や
簡
単
な

イ
ス
に
座
っ
て
の
有
酸
素
運
動
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し

て
体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。
普
段
で
も
気
軽
に
で
き

る
簡
単
な
体
操
で
す
の
で
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
後
２

２６

時
～
３
時
半

場
所
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
玉
泉
苑

対
象
者
／
町
内
在
住
で
障
害
の
あ
る
方

講
師
／
健
康
運
動
指
導
士
　
芝
崎

美
幸
さ
ん

参
加
人
数
／
先
着
　
名
程
度

１５

　
当
日
は
簡
単
な
体
操
を
行
い
ま

す
の
で
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
井
手
町
民
生
部
福
祉
課
（
℡

　
‐
６
１
６
５
胃
　
‐
５
０
５
５
）

８２

８２

ま
で

福
祉
課
か
ら
　
　

　
　
の
お
知
ら
せ
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禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

教育の窓

山城人権啓発協議会綴喜ブロック主催　結純子さん　ひとり芝居

　山城人権啓発協議会綴喜ブロック（井手町・京田辺市・八幡市・宇治田原町）では、差別や偏見のない明るい地域社
会の実現に向けて、私たち一人ひとりがお互いの人権を尊重することの大切さについて理解を深めるとともに、さ
まざまな人権問題の解決を図るための住民意識の向上を目的に、結純子さんの「ひとり芝居」を開催します。広く
呼びかけていますので、ぜひこの機会にご参加ください。

◇日　時　　3月21日（金）午後6時半開場　7時開演
◇会　場　　八幡市立生涯学習センター ふれあいホール

　　　　　　（℡075‐983‐6002）

◇入場料　　無料（申込必要）

◇定　員　　250人

◇そ の 他　　 詳しくは、いづみ人権交流センター（℡82‐3380）までお問いあわせください。

今
、
学
校
図
書
館
が
元
気
で
す

　　
み
な
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
。

　
今
回
は
、
町
内
三
校
（
井
手
小
・
多
賀
小
・
泉
ヶ

丘
中
）
の
学
校
図
書
館
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
三
校
の
学
校
図
書
館
は
、
昼
休
み
に
な
る
と
子

ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
学
校
図
書

館
に
来
る
子
ど
も
た
ち
の
数
が
、
昨
年
度
の
三
倍

に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
の
も
、
昨
年
、
井
手
町
で
は
独
自
に
予
算

措
置
を
行
い
、
約
７
０
０
０
冊
の
図
書
を
新
た
に

購
入
し
ま
し
た
。
京
都
府
内
で
も
先
頭
を
切
る
か

た
ち
で
、
町
内
小
・
中
学
校
の
「
図
書
整
備
率
１
０

０
％
達
成
」
と
な
り
、
新
し
い
本
が
た
く
さ
ん
並
ぶ

学
校
図
書
館
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
購
入
す
る
本
を
選
ぶ
と
き
も
、
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
の
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
選
書
し
た

の
で
、
学
校
図
書
館
の
書
棚
に
は
、
自
分
た
ち
が
選

ん
だ
本
が
並
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
各
学
校
図
書
館
に
は
、
町
図
書
館
か
ら
派

遣
し
て
い
る
司
書
が
、
本
の
整
理
は
も
ち
ろ

ん
、
子
ど
も
た
ち
が
本
を
読
み
た
く
な
る
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
読
書

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
学
校
図
書
館
を
舞
台
に
、「
読
み

聞
か
せ
」
や
「
調
べ
学
習
」
な
ど
も
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
も
加
わ
っ

て
、
支
援
の
体
制
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
こ
う
し
た
井
手
町
の
取
組
が

注
目
を
集
め
て
お
り
、
近
隣
の
市
町
村
の
教

育
関
係
者
な
ど
が
視
察
に
訪
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
校
図
書
館
の
充
実
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
が
ま
す
ま
す

向
上
す
る
よ
う
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～あああああああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性ののののののののののののののののののののの不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈屈ののののののののののののののののののののの生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯～あるハンセン病女性の不屈の生涯～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面ののののののののののののののののののののの底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底底がががががががががががががががががががががぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演「地面の底がぬけたんです」公演　

【撮影　太田順一】
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健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
》

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１３

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
正
午

１８

１０

　
　
／
３
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２７

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で
 

子

育

て

【
離
乳
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１４

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

１７

２４

　
　
／
４
月
７
日
（
月
）【
心
配
ご
と
相
談
の
み
】

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２４

煙
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
者
【
　
歳
未
満
の
者
は

２０

２６

２２

大
卒
（
見
込
含
）】

煙
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
海
上
技
術
幹
部
候

補
生
志
願
者
は
、
理
工
学
修
士
学
位
取
得
者
に
限

る
）
及
び
自
衛
官
は
　
歳
未
満

２８

▽
歯
科
・
薬
剤

煙
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

煙
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
者
【
薬
剤
は
　
歳
未
満

２０

３０

２６

の
者
（
薬
学
修
士
学
位
取
得
者
は
　
歳
未
満
）】

２８

＊
受
付
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、
宇
治
地
域
事

務
所
（
℡
　
‐
７
１
３
９
）
ま
で

４４
講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）・
　
日（
水
）・
　
日
（
火
）

１１

１９

２５

　
　
／
４
月
２
日
（
水
）・
８
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 サ
ー
ク
ル
 】

日
時
／
３
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

１５

２９

　
　
／
４
月
５
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

２２

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１４

２８

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１４

１０

　
　
／
３
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２８

１０

１１

３
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
　
期
納
期
限
で
す

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２５

《
人
権
学
習
》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～
正
午
、

２８

１１

午
後
３
時
～
３
時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

２１

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
絵
手
紙
を
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
》

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１９

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
エ
ミ
リ
ー
ズ
ク
ラ
ス
】

《
第
７
回
》

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１１

《
第
８
回
》

日
時
／
４
月
８
日
（
火
）
午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
い
ず
れ
も
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
 

救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
／
４
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
４
月
５
日
（
土
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

（
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２
自
衛
官
等
募
集
案
内

募
集
種
目
／
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
、
歯
科
・

薬
剤
）

受
付
期
間
／
４
月
１
日
（
火
）
～
５
月
　
日
（
月
）

１２

試
験
期
日
／

▽
一
般
・
技
術

（
１
次
）
５
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
日
）

１７

１８

（
２
次
）
６
月
　
日
（
火
）
～
　
日
（
金
）

１７

２０

（
３
次
）
７
月
　
日
（
水
）
～
８
月
２
日
（
土
）

１６

▽
歯
科
・
薬
剤

（
１
次
）
５
月
　
日
（
土
）

１７

（
２
次
）
６
月
　
日
（
火
）
～
　
日
（
金
）

１７

２０

資
格
／

▽
一
般
・
技
術
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日
時
／
３
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１１

２５

　
　
／
４
月
８
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６

８２

５
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２８

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

３
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１２

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１１

２５

い
ず
れ
も
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

バイク・軽自動車の廃車・名義変
更の手続きはお早めに

　軽自動車税は、毎年その年の４月１日
現在で所有している人に課税されます。
　盗難などで、現在所有していなくても
廃車の手続きをされませんと課税される
ことになります。
　なお、廃車・名義変更の手続きをする
場所は、次のとおりです。
【役場税務課】
　排気量が１２５㏄ 以下の単車および農耕
作業用自動車（耕運機・トラクター等）。
【陸運局】
　軽自動車（軽四輪貨物および乗用車・
１２５㏄を超える単車）。
※４月１日を過ぎますと、実際にはバイ
クや軽自動車を所有していないのに課税
されることになりますのでご注意くださ
い。
　また、陸運局では毎年、年度末の３月
は窓口が大変混雑し、長時間お待ちいた
だくことになりますので、登録・異動・
廃車等の申請は、できるだけ早め（３月
１５日ごろまで）に済ませていただくよう
お願いします。
　なお、軽自動車税納税通知書は４月中
旬に発送いたしますので、４月２１日（月）
までに納税通知書が届いていない方、も
しくは、廃車申告等の手続きをされたの
に納税通知書が届いている方は、お手数
ですがご連絡ください。

減免申請は４月２３日までに

　軽自動車税には、身体に障害のある方
に対する減免制度があります。この制度
を受けようとする方は、４月２３日（水）
までに税務課で申請手続をしてくださ
い。
申請手続に必要な書類等
○減免申請書（税務課にあります）
○軽自動車税納税通知書
○障害者手帳等に関する証明書
○当該車両を使用される方の運転免許証
○軽自動車検査書
　なお、減免対象者は一定の要件を満た
す必要がありますので、詳しい内容につ
いてはお問い合わせください。

固定資産税の縦覧・閲覧

葛土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
　納税者が町内の土地や家屋の価格との
比較を通じて、自己の土地や家屋の評価
が適正かどうかを確認できるように「土
地価格等縦覧帳簿」と「家屋価格等縦覧
帳簿」が縦覧できます。
○縦覧事項
「土地価格等縦覧帳簿」…所在、地番、地
目、地積、評価額
「家屋価格等縦覧帳簿」…所在、家屋番
号、種類、構造、床面積、建築年、評価額
葛固定資産課税台帳の閲覧
　納税義務者が所有する固定資産、借地
人・借家人が使用している固定資産、賦
課期日後に固定資産を取得された方など
が対象資産について「固定資産課税台帳」
に記載された内容を閲覧することができ
ます。
○閲覧事項
「土地課税台帳」…所有者の住所・氏名、
土地の所在、地番、地目、地積、評価額など
「家屋課税台帳」…所有者の住所・氏名、
家屋の所在、家屋番号、種類、構造、床
面積、建築年、評価額など
「償却資産課税台帳」…所有者の住所・氏
名、取得価格、帳簿価格、評価額など
《必要書類等》
①印鑑（認印）
②納税通知書、課税明細書
③本人が確認できる免許証等
④委任状と代理人本人が確認できる免許
証等

⑤賃貸借契約書と本人が確認できる免許
証等

⑥所有権を取得したことを証する書類と
本人が確認できる免許証等
葛縦覧期間　平成２０年４月１日から４月
３０日（土、日・祝日を除く）
葛閲覧期間　平成２０年４月１日から翌年
３月３１日（土、日・祝日及び１２月２９日
から１月３日を除く）
葛縦覧・閲覧時間　午前８時半から午後
５時半（正午から午後１時までを除く）
葛場所　役場税務課
＊お問い合わせは、税務課（TEL８２‐
６１６３）まで

必要書類等縦覧できる方

①・②又は③納税者（現に土地又は家屋の固定資産税を収めている者）

縦
覧

①・②又は③納税者と同一世帯の親族

①・②又は③納税管理人

①・④納税者の代理人

必要書類等閲覧できる方

①・②又は③納税義務者

閲
覧

①・④納税義務者の代理人

①・⑤借地人・借家人

①・⑥賦課期日後に固定資産を取得された方など

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧、固定資産課税台帳等の閲覧のできる方

 ＊税務課からのお知らせ＊

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で
 

８２

【
第
　
回
井
手
町
解
放
文
化
祭
】

２２
日
時
／
３
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～
午
後
３
時
半

１６

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
第
　
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
】

１２
日
時
／
３
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

３０

１０

場
所
／
玉
泉
苑
・
石
垣
公
園
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視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
  ３
月

◆
一
般
書

「
福
袋
」 

角
田
光
代

「
山
彦
ハ
ヤ
テ
」 

米
村
圭
伍

「
オ
ブ
・
ザ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」 
円
城
塔

「
く
じ
ら
日
和
」 

山
本
一
力

「
乳
と
卵
」 

川
上
未
映
子

「
夜
を
着
る
」 

井
上
荒
野

「
魔
界
の
塔
」 
 

山
田
悠
介

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

　
月
～
３
月
 
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

４
月
～
９
月
 
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

３
月
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０
１７
２１
２４
２７
３１

４
月
７
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１４
２１
２４
２８
３０

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

◆
児
童
書

「
マ
イ
カ
の
こ
う
の
と
り
」

 

ベ
ン
ノ
ー
・
プ
ル
ー
ド
ラ

「
な
わ
と
び
し
ま
し
ょ
」 
長
谷
川
義
史

「
悪
魔
の
黙
示
録
」

 

デ
モ
ナ
ー
タ
６
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

「
と
っ
て
も
い
い
日
」

 

ケ
ビ
ン
・
ヘ
ン
ク
ス

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」 

濱
野
京
子

☆
３
月
・
４
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

４
月
　
日
（
土
）

１２

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

３
月
　
日
（
土
）

１５

４
月
　
日
（
土
）

１９

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

ブランケット・キャッツ
重松清
花粉症のブランケット・キャ
ット 助手席に座るブランケ
ット・キャット  尻尾のないブ
ランケット・キャット  身代わ
りのブランケット・キャット 
嫌われ者のブランケット・キ
ャット 旅に出たブランケッ
ト・キャット  我が家の夢のブ
ランケット・キャット

道草料理入門 
大海勝子
ふきのとうのピクルスや桑の
実のタルト、山栗とそばの実
のおかゆなど、身近で収穫可
能な野生食用植物を中心に、
日常で使えるレシピを紹介。
食べられる道草図鑑も収録。

空飛ぶ車いす
井上夕香
日本では、年間約３～５万台
の車いすが捨てられています。
それらを、工業高校などの生
徒たちがボランティアで修理
して、アジアの国の人々にプ
レゼントしているのです…。
車いすを通した心の交流を描
く感動実話。

だんぷくんが どっしーん
田中四郎
でこぼこ道を走っていたダン
プくんは、大きな穴ぼこには
まり、引っくり返ってしまい
ました。そこへ、いろんな車
が助けに集まってきて…。ク
レーン車、ブルドーザー、パ
ワーショベルなどの動きを楽
しく描く絵本。厚紙絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
ど
こ
で
納
め
る
の

で
す
か
。

Ａ
　
保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接
被
保
険

者
に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
（
国
民
年
金
保
険
料
納

付
案
内
書
）
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
納
付
先
は
、
各
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

農
協
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び
社
会
保
険

事
務
所
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

金
融
機
関
の
預
金
口
座
や
貯
金
口
座
か
ら
口
座
振

替
に
よ
る
方
法
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
、
前
納
し
た

場
合
は
前
納
期
間
に
応
じ
て
割
引
き
さ
れ
ま
す

し
、
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
場
合
は
、
割
引
率

が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
前
納
し

た
人
が
死
亡
し
た
り
、
被
用
者
年
金
制
度
の
加
入

者
や
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
っ
て
第
１
号
被
保

険
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
月
以
降
の
保

険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
り
、
学
生
の

納
付
特
例
の
適
用
を
受
け
た
人
や
若
年
者
の
納
付

猶
予
を
受
け
た
人
が
、
そ
の
後
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
免
除
お

よ
び
学
生
納
付
特
例
の
適
用
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
あ
と
か
ら
ま
と
め
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
追
納
と
い
っ

て
、
直
近
の
　
年
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

１０

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ごみ収集日程表（3月11日～4月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL８２‐６１６６）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧３月１９日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨３月２１日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩３月２４日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪３月２５日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫３月２６日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬３月２７日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭３月２８日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休⑮３月３１日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL８２‐６１６６）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エア

コン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

３月１９日

４月２日

３月１２日

３月２６日

４月９日

３月２７日３月２０日４月３日
３月１３日

４月１０日
火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

３月１２日

３月２６日

４月９日

３月１９日

４月２日
３月２８日３月２０日４月４日３月１４日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

３月１２日

３月２６日

４月９日

３月２０日

４月３日
３月２７日

３月１３日

４月１０日
４月２日３月１９日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
住民税申告相談【東・西・北部区】（午前９時～午後３時、ＪＡ京都やましろ井手町支店）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
エミリーズクラス【第７回】（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

火3/11

住民税申告相談【東・西・北部区】（午前９時～午後３時、ＪＡ京都やましろ井手町支店）
育児相談・あそびの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）水12
住民税申告相談【南部区】（午前９時～午後３時、南部区公民館）
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、玉泉苑）木13
住民税申告相談【田村新田区】（午前９時半～１１時半、宝蔵院）
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
離乳教室（午後１時半～３時半、保健センター）

金14

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土15

第２２回井手町解放文化祭（午前１０時～午後３時半、いづみ人権交流センター）日16
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月17
ダイエット教室（午前１０時～正午、保健センター）火18
生き生きふれあいサロン【絵手紙を描いてみましょう】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水19

木20
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金21
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土22

日23
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月24
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火25

水26
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
ダイエット教室（午後１時半～３時、保健センター）木27
大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）

金28

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土29
第１２回ふれあい福祉まつり（午前１０時～、玉泉苑・石垣公園）日30

月31
無火災デー防火パレード火4/1
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水2

木3
金4

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土5
日6

心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月7
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
エミリーズクラス【第８回】（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

火8

水9
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、玉泉苑）木10

妻夫住所

田 中　 涼子川﨑　 賢一井手

西　 ゆかり木村　 将至井手

届出人赤ちゃん住所

健 太 柊  依 
ひ より

長 尾井手

順 之 育  一 
いく ひと

飯 田井手

啓 介 心  奏 
ここ な

木 村井手

和 洋 風  花 
ふう か

東井手

孝 志 陽  翔 
はる と

松 本井手

久 美 子 普  文 
ひろ ふみ

木 下井手

出張徴収【多賀】

出張徴収【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（3月11日～4月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
総　務　部 0774－82－6162企画財政課

0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住　民　課

民　生　部 0774－82－6165福　祉　課
0774－82－6166衛　生　課
0774－82－6167建　設　課事　業　部 0774－82－6168産　業　課
0774－82－6169水　道　課上下水道部 0774－82－6170    下 水 道 課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場


